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おお
ららせせ
知知
今月

のおお
ららせせ
知知福 

　祉

福 

　祉

地区 と　こ　ろ と　　　き 問

石巻 石巻専修大学 ９月８日（日）午前10時
（受付開始　午前９時）

福祉総務課
（内線2456）

河北 河北総合センター
「ビッグバン」

９月７日（土）午前10時
（受付開始　午前９時）

河北総合支所
保健福祉課
☎62-2117

雄勝 雄勝小・中学校
多目的ホール

９月28日（土）午前10時
（受付開始　午前９時）

雄勝総合支所
保健福祉課
☎57-2113

河南 遊楽館 ９月７日（土）午前10時
（受付開始　午前９時）

河南総合支所
保健福祉課
☎72-2112

桃生 桃生農業者
トレーニングセンター

９月７日（土）午前10時
（受付開始　午前９時）

桃生総合支所
保健福祉課
☎76-2111

北上 北上保健医療センター ９月７日（土）午前10時
（受付開始　午前９時）

北上総合支所
保健福祉課
☎67-2113

牡鹿

牡鹿保健福祉センター
（清優館）

９月８日（日）午前10時
（受付開始　午前９時）

牡鹿総合支所
保健福祉課
☎45-2113

長渡地区振興会館 ９月11日（水）午前10時
（受付開始　午前９時30分）

網地地区自治会館 ９月11日（水）午後１時
（受付開始　午後０時30分）

本年度の敬老会を次のとおり開催します。
対　象　77歳以上の方（昭和17年12月31日以前に生まれた方）
ところ　次の表のとおりです。いずれかの会場１カ所に参加できます。
案　内　対象となる方には、７月中旬に案内通知を送付します。
※アトラクションやささやかなお祝いの品（お菓子など）をご用意しています。

□問　福祉総務課（内線2456）

環
境
・
エ
コ

環
境
・
エ
コ

情報公開制度と個人情報保護制度の運用状況
 ●情報公開制度とは
　市が保有する公文書を、皆さんからの請求により公開する制度です。情報の公開によ
り、透明性の高い行政運営を確保し、公正で開かれた市政を推進します。

 ●個人情報保護制度とは
　市が保有する皆さんの個人情報の適正な取り扱いや自己情報の開示 ・ 訂正などを請
求する権利に関する制度です。個人の権利利益の侵害の防止を図り、個人の人格 ・ 尊厳
の尊重に寄与します。

 ●情報公開コーナーのご案内
　開示請求の受け付けや情報公開などに関する相談 ・ 案内を行っています。また、刊行
物や予算書、市議会会議録、統計書など市政に関する資料を自由に閲覧することができ
ます。
　※資料のコピーもできます（有料）。
　※各総合支所でも受け付け ・ 相談 ・ 案内を行います。

□申 ・□問　総務課（内線4036）・ 情報公開コーナー（内線4783）

平成30年度施行状況表
情報公開制度による公文書開示請求 個人情報保護制度による個人情報開示等請求
・開示請求件数 96件
・開示件数（一部開示含む） 87件
・不存在件数 4件
・不開示件数 0件
・存否応答拒否 1件
・取り下げ件数 4件
・却下件数 0件
・審査請求件数 １件

・開示請求件数 34件
・開示件数（一部開示含む） 29件
・不存在件数 5件
・不開示件数 0件
・存否応答拒否 0件
・取り下げ件数 0件
・訂正請求件数 0件
・利用停止請求件数 0件
・審査請求件数 0件

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課
ま
た

は
各
支
所
ま
で
返
還
し
て
く
だ

さ
い
。　

限
度
額
適
用
認
定
証
を
送
付
し

ま
す

　
７
月
31
日（
水
）が
有
効
期
限

の
認
定
証
を
お
持
ち
の
方
で
、

８
月
１
日（
木
）以
降
も
認
定
要

件
を
満
た
し
て
い
る
方
に
は
、

保
険
証
と
一
緒
に
新
し
い
限
度

額
適
用
認
定
証
を
送
付
し
ま

す
。８
月
以
降
の
入
院
な
ど
の

際
に
、保
険
証
と
一
緒
に
医
療

機
関
の
窓
口
へ
提
示
し
て
く
だ

さ
い
。

□問　
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
４
３
）

　
国
保
に
加
入
し
て
い
る
方
は

70
歳
に
な
っ
た
翌
月
か
ら（
誕

生
日
が
１
日
の
人
は
そ
の
月
か

ら
）「
高
齢
受
給
者
証
」が
交
付

さ
れ
、保
険
証
と
一
緒
に
提
示

す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　
前
年
の
所
得
に
応
じ
て
負
担

割
合
を
算
定
し
た
新
し
い
高
齢

受
給
者
証
を
７
月
中
旬
以
降
に

送
付
し
ま
す
。

　

仮
設
住
宅
な
ど
か
ら
、住
民

票
を
移
さ
ず
に
引
越
し
を
し
た

方
は
郵
便
局
へ
の
転
送
手
続
き

（
１
年
ご
と
に
必
要
）を
お
願
い

し
ま
す
。

□問　
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
４
７
）

各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

各
支
所

　
保
険
料
を
納
め
る
こ
と
が
経

済
的
に
困
難
な
場
合
に
、保
険

料
の
全
額
ま
た
は
一
部
の
納
付

が
免
除
さ
れ
る
制
度
が
あ
り
ま

す
。

　

免
除
や
猶
予
の
申
請
は
、２

年
１
ヵ
月
前
の
月
分
ま
で
で
き

ま
す
の
で
、希
望
の
方
は
所
得

の
申
告
を
済
ま
せ
、早
め
に
申

請
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

た
だ
し
、免
除
や
猶
予
の
期

間
分
は
、将
来
受
け
取
る
年
金

額
が
減
額
さ
れ
ま
す
の
で
ご
注

意
く
だ
さ
い
。

申
請
に
必
要
な
も
の　
年
金
手

帳
等
基
礎
年
金
番
号
の
わ
か

る
も
の
、印
鑑
、雇
用
保
険
受

給
資
格
者
証
な
ど

□申・□問 　
石
巻
年
金
事
務
所

　
☎
２
２－

５
１
１
５

　
市
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
５
３
）

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
各
支
所

と
こ
ろ　
保
健
相
談
セ
ン
タ
ー

対
象　
若
年
性
認
知
症
の
方
と

そ
の
介
護
者（
介
護
者
の
み

の
参
加
も
可
）

料
金　
２
０
０
円（
飲
み
物
な

ど
）

※
要
電
話
予
約

□申・□問　
介
護
保
険
課

　
（
内
線
２
４
３
７
）

　
生
ご
み
の
約
70
％
は
水
分
で

す
。家
庭
か
ら
生
ご
み
を
捨
て

る
際
、「
ぎ
ゅ
っ
ぎ
ゅ
っ
」と
絞

っ
て
大
さ
じ
３
杯
分（
45
㏄
）の

水
切
り
が
で
き
れ
ば
、市
全
体

で
年
間
約
１
、０
０
０
㌧
の
ご

み
減
量
に
つ
な
が
り
ま
す
。

　

水
切
り
は
嫌
な
臭
い
の
軽

減
、ご
み
出
し
が
楽
に
な
る
、ご

み
処
理
経
費
節
約
な
ど
の
効
果

も
あ
り
ま
す
の
で
毎
日
の
習
慣

に
し
ま
し
ょ
う
。

□問　
廃
棄
物
対
策
課

　
（
内
線
３
３
７
３
）

　
産
業
分
野
に
お
け
る
事
業
所

の
活
動
状
態
な
ど
の
基
本
的
構

造
を
明
ら
か
に
し
、事
業
所・企

業
を
対
象
と
す
る
各
種
統
計
調

査
の
母
集
団
情
報
の
整
備
が
目

的
の
調
査
で
す
。

　
調
査
員
が
必
要
に
応
じ
て
訪

問
し
ま
す
。

　
新
た
に
把
握
し
た
事
業
所
は

調
査
票
を
配
布
し
ま
す
の
で
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

と
き　
令
和
２
年
３
月
ま
で

と
こ
ろ　
２
期
目（
８・９
月
）

泉
町・
南
光
町・
大
街
道・
門

脇・松
並・魚
町・重
吉
町・荻

浜・田
代
浜・河
南
の
各
地
区

の
全
域
ま
た
は
一
部

対
象　
市
内
全
域
の
事
業
所

□問　
総
務
課（
内
線
４
０
３
５
）

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

<

国
民
健
康
保
険>

　
７
月
中
旬
に
平
成
31
年
度
納

税
通
知
書（
第
４
期
～
第
10
期

の
確
定
賦
課
）を
送
付
し
ま
す
。

<

後
期
高
齢
者
医
療
制
度>

　
７
月
中
旬
に
平
成
31
年
度
保

険
料
額
決
定
通
知
書
お
よ
び
納

入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す
。

※
年
度
途
中
で
年
齢
到
達（
75

歳
）や
死
亡
し
た
と
き
、転

入・
転
出
を
し
た
と
き
な
ど

に
は
、月
割
計
算
で
保
険
税

（
料
）を
算
定
し
ま
す
。

　

い
ず
れ
も
、平
成
30
年
中
の

　
要
介
護・要
支
援・事
業
対
象

者
認
定
を
受
け
て
い
る
被
保
険

者
に
、各
自
の
負
担
割
合
を
記

載
し
た「
介
護
保
険
負
担
割
合

証
」を
７
月
下
旬
ま
で
に
送
付

し
ま
す
。

□問　
介
護
保
険
課

　
（
内
線
２
４
４
２
）

　
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

　

現
在
使
用
中
の「
介
護
保
険

負
担
限
度
額
認
定
証(

紫
色)

」

の
有
効
期
限
は
７
月
31
日(

水)

で
、更
新
受
け
付
け
は
８
月
１

日(

木)

か
ら
行
い
ま
す
。

　

７
月
中
旬
に
、自
宅
ま
た
は

入
所
施
設
へ「
更
新
案
内
」と

「
申
請
書
」な
ど
を
送
付
し
ま
す

の
で
、手
続
き
を
行
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
新
規
申
請
は
随
時
受
け
付
け

て
い
ま
す
。

□申・□問　
介
護
保
険
課

　
（
内
線
２
４
４
２
）

　
各
総
合
支
所
保
健
福
祉
課

内
容　
情
報
交
換・
カ
フ
ェ
タ

イ
ム
な
ど

と
き　
７
月
16
日（
火
）

午
後
１
時
30
分
～
３
時
30
分

介
護
保
険
負
担
割
合
証

を
送
付
し
ま
す

介
護
保
険
負
担
限
度
額

認
定
証
更
新
８
月
か
ら

連れ
ん
じ
ゅ珠

の
会
を

開
催
し
ま
す

生
ご
み
の
水
切
り
を

し
ま
し
ょ
う
！ 

所
得
に
基
づ
い
て
算
定
さ
れ
ま

す
。

　

通
知
書
が
届
か
な
い
場
合

は
、問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

□問　
保
険
年
金
課

 

・ 

国
民
健
康
保
険
税
に
つ
い
て

　
（
内
線
２
３
３
６
）

 

・ 

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
料
に

つ
い
て

　
（
内
線
２
３
４
２
）

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
事
業
の
倒
産
ま
た
は
世
帯
主

の
疾
病・解
雇
な
ど
で
、本
年
の

見
積
合
計
収
入
金
額
が
前
年
の

合
計
収
入
金
額
の
10
分
の
３
以

上
減
少
し
た
場
合
、国
民
健
康

保
険
税
の
減
免
を
申
請
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。

申
請
方
法　
世
帯
全
員
の
平
成

31
年
分
の
見
積
収
入
が
分
か

る
資
料
お
よ
び
印
鑑
を
持
参

し
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

申
請
期
限　
納
期
限

※
減
免
に
は
基
準
と
な
る
収
入

額
が
あ
り
ま
す
の
で
、収
入

が
減
少
し
て
い
て
も
、減
免

に
該
当
し
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

□申・□問  　
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
３
６
）

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

保
険
証
を
７
月
中
旬
に
送
付
し

ま
す

　
後
期
高
齢
者
医
療
制
度
の
新

し
い
保
険
証
を
送
付
し
ま
す
。

保
険
証
の
色
が
緑
色
か
ら
オ
レ

ン
ジ
色
に
変
わ
り
ま
す

　
８
月
１
日（
木
）以
降
に
医
療

機
関
な
ど
に
か
か
る
と
き
は
、

オ
レ
ン
ジ
色
の
保
険
証
を
忘
れ

ず
に
提
示
し
て
く
だ
さ
い
。

保
険
証
返
還
の
お
願
い

　
有
効
期
限
が
７
月
31
日（
水
）

の
緑
色
の
保
険
証
は
、８
月
１

日（
木
）以
降
に
保
険
年
金
課・

２
０
１
９
年
経
済
セ
ン
サ
ス

基
礎
調
査
を
実
施
し
ま
す

国
民
健
康
保
険
税
の

減
免
申
請
は
お
早
め
に
！

後
期
高
齢
者
医
療
被
保
険
者

証（
保
険
証
）を
更
新
し
ま
す

保
険
税・保
険
料
の
納
税・

納
入
通
知
書
を
送
付
し
ま
す

敬老会のご案内  長寿をお祝いします

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除

申
請
手
続
き
は
お
早
目
に
！

「
高
齢
受
給
者
証
」を

送
付
し
ま
す
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応
職員
縁
全国からの全国からの

「住まいの復興給付金」申請相談会

と　　き ところ
７月７日（日）

午前10時～午後4時 市役所５階市民サロン前
８月17日（土）

と　　き ところ
７月７日（日）

午前10時～午後4時 市役所５階市民サロン前
８月17日（土）

□問 　住まいの復興給付金事務局コールセンター
　　☎ 0120-250-460（通話無料）　午前 9時～午後 5時（土日・祝日を除く）
　　市生活再建支援課（内線 3955）

　東日本大震災で被災した住宅（借家を除く）の所有者が、平成26年４月の消費
税率８％引き上げ以降に、住宅を建築・購入、または補修（工事費が税抜100万円
以上）し、その後居住する場合に、消費税増税分相当（建築・購入の場合、最大約
90万円）の給付が受けられる制度です。
※申請は、住宅の引渡日から１年以内にしてください。
　（令和３年12月31日までに引き渡された住宅が対象）
※次の場合は申請対象外です。
被災時に住宅を所有していなかった場合／賃貸にお住まいだった場合／消
費税率５％で建築・購入、あるいは補修を行っている場合
相談内容　給付の可否、申請書の記入方法、必要書類、作成済み書類の確認

など
　　　　　※会場では申請書の提出はできません。

　住宅金融支援機構（旧住宅金融公庫）は、震災により被害を受けた方が、住宅
の再建・補修をするための融資（建設・購入の場合は当初５年間の金利０％）に
ついて、相談会を行っています。
　また、地元金融機関の住宅ローンに関する相談も可能な場合があります。

「災害復興住宅融資」無料相談会

□申 ・□問　住宅金融支援機構お客様コールセンター
　　　　☎0120-086-353（通話無料）　午前9時～午後5時（祝日を除く）
　　□問　市生活再建支援課（内線 3955）

要電話予約

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

防災「合言葉」受賞作品防災「合言葉」受賞作品
優  

秀  

賞

平成30年度石巻市学校防災推進会議

空間放射線量の測定結果� （単位：ﾏｲｸﾛｼｰﾍﾞﾙﾄ／時）

測定箇所 測定結果 測定期間

市立小学校、市立中学校、市立高等学校（敷地） 0.05～0.09 5/9～5/30

市立保育所、私立幼稚園、私立保育園 （敷地） 0.04～0.0８ 5/7～5/30

公共施設等（ホットスポット調査） 0.0５～0.08 5/10～5/30

牡鹿地区集落 0.0５～0.14 5/9～5/20

７
月
11
日（
木
）午
後
３
時
ご
ろ

　

除
染
な
ど
が
必
要
と
な
る
空

間
放
射
線
量
は
、
毎
時
０
・
23

㍃
シ
ー
ベ

ル
ト

と
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

市
内
に
お
い
て
放
射
線
量
の
測

定
を
行
っ
た
結
果
、
測
定
地
点

の
全
て
で
、
健
康
に
影
響
を
与

え
る
よ
う
な
数
値
は
検
出
さ
れ

ま
せ
ん
で
し
た
の
で
ご
安
心
く

だ
さ
い
。

防
災
ラ
ジ
オ
テ
ス
ト
放
送

空
間
放
射
線
量

５
月
の
測
定
結
果

※
住
民
持
ち
込
み
に
よ
る
食
品

な
ど
の
放
射
性
物
質
の
簡
易

検
査
お
よ
び
空
間
放
射
線
簡

易
測
定
器
の
貸
し
出
し
を

行
っ
て
い
ま
す
。

□問　
環
境
課
（
内
線
３
３
６
６
）

災害復旧費寄付金の状況
　市の復興のために、国内外より寄付金をいただいています。
　平成30年度までに、総額13億円以上の寄付金があり、復興に必要な事
業に役立てられています。
　平成30年度までの寄付金の総額　2,954件　1,385,707,182円

＜平成30年度活用事例＞

新しく整備した集会所に必要な備
品を購入するための経費を補助し
ました。

総合運動公園内の防災備蓄倉庫に
物資運搬などに必要な備品を購入
しました。

白浜海水浴場における地引網を購
入しました。

被災のため再建した荻浜公民館に
机や椅子などの備品を購入しまし
た。

コミュニティ

防　　災

観　　光

教　　育

□問　復興政策課（内線4218）

　
り
災
証
明
書
が
半
壊
以
上
で

住
宅
再
建（
建
設・購
入
、補
修
）

を
し
た
、ま
た
は
、予
定
し
て
い

る
世
帯
で
、加
算
支
援
金
以
外

の
補
助
金
を
申
請
し
て
い
な
い

世
帯
は
、ご
相
談
く
だ
さ
い
。

対
象



・

住
宅
再
建
事
業
補
助
金



・

津
波
浸
水
区
域
被
災
住
宅
小

規
模
補
修
補
助
金（
要
事
前

相
談
※
半
壊
を
除
く
）

□申・□問　
生
活
再
建
支
援
課

　
（
内
線
４
７
６
７
）

　
未
申
請
世
帯
は
早
め
の
申
請

手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

申
請
期
限　
令
和
２
年
４
月
10

日

支
給
対
象　
り
災
証
明
書
が
大

規
模
半
壊
以
上
で
住
宅
再
建

（
建
設・
購
入
、補
修
、賃
借
）

の
契
約
が
済
ん
で
い
る
世
帯

※
賃
借
に
関
し
て
は
公
営
住
宅

を
除
く
。

※
申
請
、受
給
済
み
の
世
帯
の

方
は
申
請
で
き
ま
せ
ん
。

□申・□問　
生
活
再
建
支
援
課

　
（
内
線
３
９
５
５
）

　
震
災
で
住
居
な
ど
を
移
転
再

建
す
る
方
の
負
担
軽
減
の
た

め
、特
例
措
置
と
し
て
加
入
金

を
免
除
し
て
い
ま
す
。

対
象

　
給
水
区
域
内(

石
巻
市・
東
松

島
市
内)

に
お
い
て
、震
災
に
よ

り
住
居
な
ど
が
被
災
し
た
方

で
、移
転
再
建
す
る
際
に
、新
た

な
給
水
装
置
を
設
置
す
る
と
同

時
に
被
災
し
た
場
所
の
給
水
装

置
の
廃
止
手
続
き
を
す
る
方

※
建
売
住
宅
や
中
古
住
宅
な

ど
、す
で
に
加
入
手
続
き
済

み
の
物
件
を
購
入
の
場
合

は
、免
除
の
対
象
外
と
な
り

ま
す
。

免
除
期
限　
令
和
３
年
３
月
31

日
□問　
石
巻
地
方
広
域
水
道
企
業

団
給
水
課

　
☎
９
５－

６
７
０
７

よ
り
住
み
や
す
い
街
に

　
平
成
30
年
４
月
か
ら
南
浜
町
の

津
波
復
興
祈
念
公
園
や
渡
波
町
の

防
災
緑
地
２
号
な
ど
の
公
園
整
備

事
業
の
用
地
取
得
業
務
に
携
わ
っ

て
い
ま
す
。

　

大
学
卒
業
の
年
、金
沢
か
ら
安

城
市
に
帰
省
す
る
た
め
に
乗
っ
て

い
た
高
速
バ
ス
の
中
で
東
日
本
大

震
災
の
大
き
な
揺
れ
を
体
験
し
ま

し
た
。平
成
25
年
に
市
役
所
入
り

し
て
か
ら
地
元
の
消
防
団
に
所
属

し
て
い
た
こ
と
も
あ
り
、「
被
災
地

の
た
め
に
力
に
な
り
た
い
」と
思
っ

て
い
ま
し
た
。

　

港
町
の
生
活
は
初
め
て
で
、海

が
間
近
に
見
え
る
環
境
は
と
て
も

新
鮮
で
す
。気
候
も
穏
や
か
で
大

変
過
ご
し
や
す
い
で
す
。

　
復
興
の
事
業
の
進
展
に
よ
り
街

の
風
景
が
日
ご
と
に
変
わ
っ
て
い

く
こ
と
に
驚
く
と
と
も
に
、自
ら
が

関
わ
っ
た
事
業
が
形
に
な
っ
て
い

く
の
を
見
ら
れ
る
こ
と
に
喜
び
を

感
じ
て
い
ま
す
。今
後
も
、石
巻
市

が
よ
り
住
み
良
く
な
る
よ
う
、微

力
を
尽
く
し
て
い
き
ま
す
。

基盤整備課

杉
すぎ
山
やま
　公

こうしゅん
俊さん（30）

愛知県安城市から派遣

向陽小学校４年 髙
たかはし

橋　海
み う

羽

声かけろ  あなたの言葉が  防災無線

住
宅
再
建
補
助
金
の
相
談

被
災
者
生
活
再
建
支
援
制
度

手
続
き
は
お
済
み
で
す
か

震
災
移
転
再
建
時
に
水
道

加
入
金
が
免
除
さ
れ
ま
す
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７月21日(日)は第25回参議院議員通常選挙の投票日です

石巻駅前バイク駐車場を移転しました

投票時間　午前７時～午後８時（一部の投票所を除く）
投票できる方（主な要件）
平成13年７月22日以前に生まれた方で、平成31年４月３日以前に市に転入届を出し、引き続き住所
を有する方

一部の投票所を変更しました

投票所の分離に伴い新設した投票所
　　　第  47投票区　県石巻合同庁舎（あゆみ野五丁目７）
　　　第  48投票区　上釜会館（門脇字浦屋敷81- ４）
　　　第117投票区　二子西町内会館（二子二丁目15-11）
　　　第188投票所　谷川浜集会所（谷川浜光ヶ丘10）
期日前投票
　○市役所５階市民サロン・各総合支所・渡波支所・蛇田公民館
　　７月５日（金）～ 20日（土）　午前８時30分～午後８時
　○稲井支所、荻浜支所
　　７月５日（金）～ 20日（土）　午前８時30分～午後５時
　○イオンモール石巻　１階催事場（緑の広場）
　　７月13日（土）～ 15日（月・祝）　午前９時30分～午後７時
　○石巻専修大学　学生食堂
　　７月17日（水）　午前９時30分～午後５時
　○田代島開発総合センター ・ 長渡地区振興会館 ・ 網地地区自治会館
　　７月19日（金）　午前８時30分～午後６時
□問  　選挙管理委員会事務局（内線5823）

投票区 変更前 変更後
第121投票区 雄勝ささえあいセンター 雄勝総合支所仮庁舎

第138投票区　（第138投票区）河南鹿又農業研修センター(第140投票区)道的生活センター
鹿又小学校体育館（矢袋屋敷合31）
※統合

第185投票区 大原生活センター 大原小学校体育館（大原浜大光寺１）

募
集
・
案
内

募
集
・
案
内

【施設概要】
移転場所　鋳銭場８-23　※自転車駐車場（２階建て）の隣接地
駐車台数　約40台
　　　　　※駐車料金無料（24時間駐車可）　※防犯カメラ設置
　　　　　※一方通行規制にご注意ください。
　　　□問 　石巻駅周辺整備プロジェクト推進室（内線5635）

　にぎわい交流広場の整備に伴い、移転整備を行っていたバイク駐車場
が完成し、５月30日から使用を開始しました。

石巻駅

駅前広場交番

駐輪場

市
役
所

市
立
病
院

バイク駐車場新バイク駐車場旧

□問 　
生
涯
学
習
課

　
（
内
線
５
０
５
６
）

　
オ
ー
シ
ャ
ン
ド
リ
ー
ム
号
の

船
内
見
学
会
と
舞
台
公
演「
イ

シ
ノ
マ
キ
に
い
た
時
間
」の
参

加
者
を
募
集
し
ま
す
。

と
き　
８
月
21
日（
水
）

　
午
前
11
時
～
午
後
４
時

と
こ
ろ　
石
巻
港
雲
雀
野
中
央

ふ
頭

対
象　
石
巻
市
、東
松
島
市
、女

川
町
、松
島
町
、大
崎
市
在
住

の
方

定
員　
５
０
０
人〔
先
着
〕

料
金　
一
般　
１
、０
０
０
円

※
大
学
生
と
未
成
年
の
方
は
無

料

申
込
方
法　
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（
ピ

ー
ス
ボ
ー
ト
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
セ
ン
タ
ー
で
検
索
）か
ら
申

し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
間　

７
月
１
日（
月
）

～
31
日（
水
）

□問 　
（
一
社
）ピ
ー
ス
ボ
ー
ト
災

害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

☎
０
３－

３
３
６
３－

７
９
６
７

　
市
河
川
港
湾
課

　
（
内
線
５
６
０
７
）

　

子
ど
も
が
、自
分
と
お
母
さ

ん
の
お
昼
ご
は
ん
作
り
や
食
事

の
後
片
付
け
な
ど
を
体
験
す
る

プ
ロ
グ
ラ
ム
で
す
。作
っ
て
い

る
間
、お
母
さ
ん
は
ク
レ
イ
ク

ラ
フ
ト
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
。

と
き　
８
月
31
日（
土
）

　
午
前
10
時
～
午
後
１
時

と
こ
ろ　
水
産
総
合
振
興
セ
ン

タ
ー

対
象　
市
内
在
住
の
小
学
１
～

３
年
生
と
働
く
母
親

定
員　
15
組〔
抽
選
〕

※
２
カ
月
以
上
の
未
就
学
児
の

託
児
可

申
込
方
法　
申
込
書
を
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
取
得
し
、直
接

ま
た
は
Ｆ
Ａ
Ｘ・
Ｅ
メ
ー
ル

で
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
込
期
限　
７
月
31
日（
水
）

□申 ・□問 　
地
域
協
働
課

　
（
内
線
４
２
３
５
）

　
Ｆ
Ａ
Ｘ

２
２－

４
９
９
５

iscviact@
city.ishinom

aki.
lg.jp

①
製
造
業
を
営
む
方

②
商
業
サ
ー
ビ
ス
業
を
営
む
方

③
観
光
業
を
営
む
方

対
象
経
費　
施
設・
設
備
の
復

旧
に
要
す
る
経
費

※
補
助
対
象
経
費
が
２
０
０
万

円
を
下
回
っ
た
場
合
は
対
象

外
で
す
。

補
助
率・補
助
限
度
額

①
２
分
の
１
以
内（
１
０
０
万

円
～
１
、０
０
０
万
円
）

②
全
壊
の
場
合
は
45
％
以
内

（
90
万
円
～
２
７
０
万
円
）・大

規
模
半
壊
の
場
合
は
35
％
以

内（
70
万
円
～
２
１
０
万
円
）

③
２
分
の
１
以
内（
１
０
０
万

円
～
１
、０
０
０
万
円
）

申
請
期
限　
７
月
12
日（
金
）

※
事
前
に
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

□申 ・
□問 　

県
東
部
地
方
振
興
事

務
所

　
☎
９
５－

１
４
１
４

　
市
商
工
課

　
（
内
線
３
５
２
５
）

　
旭
町
、鋳
銭
場
、駅
前
北
通
り
一

丁
目
、住
吉
町
一
丁
目・
二
丁

目
、千
石
町
、立
町
一
丁
目・
二

丁
目
、中
央
一
丁
目
～
三
丁
目

（
区
画
整
理
実
施
地
区
と
予
定

地
区
を
除
く
）、東
中
里
一
丁
目

～
三
丁
目
、元
倉
一
丁
目・二
丁

目
の
各
地
区
で
、地
図
の
作
成

作
業
を
実
施
し
ま
す
。

　
６
月
か
ら
測
量
基
準
点
の
設

置
作
業
な
ど
を
開
始
し
て
い
ま

す
の
で
、ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

作
業
期
間　
令
和
２
年
３
月
ま

で
□問 　
仙
台
法
務
局
地
図
作
成
作

業
現
地
事
務
所

　
☎
９
３－

１
１
７
８

　

10
月
１
日（
火
）か
ら
、調
理

を
目
的
に
火
を
使
用
す
る
設
備

や
器
具
を
設
け
て
い
る
飲
食
店

は
、延
べ
面
積
に
関
わ
ら
ず
消

火
器
の
設
置
が
義
務
付
け
ら
れ

ま
す
。

　

た
だ
し
、対
象
装
置
が
つ
い

て
い
れ
ば
、免
除
が
可
能
で
す
。

対
象
装
置



・

調
理
油
過
熱
防
止
装
置
が
付

い
て
い
る
も
の



・

自
動
消
火
装
置
が
設
置
さ
れ

て
い
る
も
の

□問 　
石
巻
広
域
消
防
本
部

　
予
防
課

　
☎
９
５－

７
１
６
７

と
き　
10
月
６
日（
日
）～
14
日

（
月・
祝
）午
前
10
時
～
午
後

５
時（
最
終
日
は
午
後
４
時

閉
場
）

と
こ
ろ　
河
北
総
合
セ
ン
タ
ー

「
ビ
ッ
グ
バ
ン
」

対
象　
15
歳
以
上
の
方（
中
学

生
を
除
く
）

部
門　

日
本
画（
水
墨
画
含

む
）、洋
画・
書・
彫
刻・
陶
芸

の
５
部
門

※
未
発
表
の
作
品
に
限
り
ま
す
。

作
品
の
大
き
さ
な
ど
は
、開
催

要
項
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

搬
入
受
付　
全
部
門
10
月
１
日

（
火
）午
後
４
時
～
６
時

出
品
点
数　
日
本
画・彫
刻・陶

芸
部
門
１
人
２
点
以
内
、洋

画・書
部
門
１
人
１
点

料
金　
１
点
２
、５
０
０
円

平
成
13
年
４
月
２
日
以
降
に

生
ま
れ
た
方
は
１
、０
０
０

円
申
込
方
法　
開
催
要
項
と
出
品

票
を
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ま
た
は

各
公
民
館・
生
涯
学
習
課
で

取
得
し
、作
品
票
に
出
品
票

を
付
け
、出
品
手
数
料
を
添

え
て
搬
入
し
て
く
だ
さ
い
。

□申 ・□問 　
河
北
総
合
セ
ン
タ
ー

　
☎
６
２－

１
１
２
０

　

70
歳
未
満
の
方
が
入
院
な
ど

し
た
場
合
、「
限
度
額
適
用
認

定
証
」（
70
歳
か
ら
74
歳
の
方
は

市
民
税
非
課
税
の
世
帯
お
よ
び

所
得
区
分
が
現
役
並
み
所
得
者

の一部
が
対
象
）を
医
療
機
関
に

提
示
す
る
こ
と
で
、医
療
費
の
自

己
負
担
限
度
額
を一
定
の
金
額

に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

　

現
在
、認
定
証
を
お
持
ち
の

方
は
有
効
期
限
が
７
月
31
日

（
水
）で
す
の
で
、改
め
て
手
続

き
が
必
要
に
な
り
ま
す
。

申
込
開
始　
８
月
１
日（
木
）

持
参
す
る
も
の



・

印
鑑（
ゴ
ム
印
を
除
く
）



・

国
民
健
康
保
険
証



・

個
人
番
号
カ
ー
ド
ま
た
は
通

知
カ
ー
ド



・

身
分
証
明
書



・

入
院
日
数
の
わ
か
る
領
収
書

な
ど（
市
民
税
非
課
税
世
帯

で
過
去
１
年
の
内
90
日
以
上

入
院
し
た
場
合
の
み
）

※
別
世
帯
の
方
が
手
続
き
を
す

る
場
合
は
委
任
状
が
必
要
。

□申 ・□問 　
保
険
年
金
課

　
（
内
線
２
３
４
３
）

　
各
総
合
支
所
市
民
生
活
課

　
各
支
所

　
農
業
振
興
地
域
整
備
計
画
の

全
体
見
直
し
に
伴
い
、令
和
元

年
度
の
農
振
除
外
の
申
込
期
限

は
９
月
30
日（
月
）で
す
。そ
の

後
は
受
け
付
け
を
一
時
停
止
し

ま
す
。

□申 ・□問 　
農
林
課

　
（
内
線
３
５
５
４
）

　
各
総
合
支
所
地
域
振
興
課

　
平
成
31
年
２
月
１
日
号
の
文

化
財
た
ん
ぼ
う
に
掲
載
し
た
北

村
の
遠
藤
家
住
宅（
主し

ゅ
お
く屋・
土

蔵
）が
平
成
31
年
３
月
29
日
付

け
で
国
登
録
有
形
文
化
財
と
な

り
ま
し
た
。

　

市
内
の
指
定
文
化
財
は
、国

指
定
が
９
件
、県
指
定
が
13
件
、

市
指
定
が
58
件
、国
登
録
が
４

件
と
な
り
ま
す
。

※
遠
藤
家
住
宅
は
所
有
者
が
居

住
し
て
い
ま
す
。見
学
は
ご

遠
慮
く
だ
さ
い
。

□問 　
生
涯
学
習
課

　
（
内
線
５
０
５
６
）

　
石
巻
地
域
の
医
療
機
関
や
介

護
事
業
所
の
情
報
が
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ（
在
宅
医
療・介
護
連
携
ウ

ェ
ブ
サ
イ
ト
で
検
索
）で
簡
単

に
検
索
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。ぜ
ひ
ご
活
用
く
だ
さ
い
。

□問 　
包
括
ケ
ア
セ
ン
タ
ー

　
（
内
線
２
５
７
５
）

　
震
災
で
大
き
な
被
害
を
受
け

た
中
小
企
業
の
施
設（
工
場・店

舗・観
光
施
設
な
ど
）や
設
備
の

復
旧
に
要
す
る
経
費
を
補
助
し

ま
す
。

対
象　
施
設・
設
備
に
一
定
の

被
害
を
受
け
た
中
小
企
業
者

で
、県
内
で
復
旧
す
る

国
保
限
度
額
適
用
認
定
証
の

更
新
手
続
き
の
お
知
ら
せ

地
図
作
成
作
業
に

ご
理
解
と
ご
協
力
を

飲
食
店
に
お
け
る
消
火
器
の

設
置
基
準
が
変
わ
り
ま
す
！

医
療
機
関
や
介
護
事
業
所
の

情
報
が
一
般
公
開

中
小
企
業
者
向
け
事
業

復
旧
支
援
補
助
金
申
請

文
化
財
が
増
え
ま
し
た

農
振
除
外
の
受
け
付
け
を

一
時
停
止
し
ま
す

第
35
回
石
巻
市
美
術
展

作
品
を
募
集
し
ま
す

船
内
見
学
会
と
舞
台
公
演

の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

働
く
マ
マ
応
援
企
画

「
マ
マ
、昼
ご
は
ん
は

自
分
で
作
れ
る
よ
！
」


